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 要 旨 

 

目的：アルコール摂取と変形性関節症（OA）との関連については未だ議論の余地がある。本

研究では、韓国人のアルコール消費量と膝 OA との関連を検討した。 

方法：2012年の韓国国民健康栄養調査（KNHANES）に参加した 8,058人のうち、50歳以

上で単純 X線撮影を行い、飲酒に関するデータのある 2,917人を分析対象とした。膝 OAの

重症度は、Kellgren-Lawrence grade（K-L分類）に基づき、両膝関節の X線写真から評価

した。また、1 日平均飲酒量（g/日）は、食物摂取頻度調査を用いて過去 1 年間の飲料種別

平均飲酒頻度と杯数より推定した。学歴、婚姻状況、喫煙状況、定期的な運動、BMI（kg/m2）、

収縮期血圧（mmHg）、空腹時血糖（mg/dL）、中性脂肪値（mg/dL）、総エネルギー摂取量

（kcal/日）で調整し、多変量ロジスティック回帰分析を用いて、飲酒状況別に膝 OA（K-L

分類≧2）のオッズ比（OR）と 95％信頼区間（CI）を算出した。 

結果：1,022 名（29.2%）が膝 OA であった。膝 OA の対象者は、膝 OA のない対象者に比

べ、平均飲酒量が少なかった（10.4 g/日, 95%信頼区間 [CI]: 6.2-14.6 g/日 vs. 15.8 g/日, 

95%CI: 2.8-18.8 g/日，P = 0.04）。飲料種別では、膝 OAの対象者は、膝 OAのない対象者

よりも、マッコリの摂取量（g/日）が少なかった（P = 0.002）。ビール摂取量が 0.6g/日以上

の対象者は、0.6g/日未満の対象者よりも、膝 OAのリスクが低かった（OR: 0.68，95% CI: 

0.46-0.99）。しかし、膝 OAは、総アルコール摂取量（g/日）、焼酎摂取量 （g/日）、マッコ

リ摂取量 （g/日）と関連を認めなかった。 

結論：韓国人集団において、ビールの消費量は膝 OA有病率と負の関連がみられた。この予

備的観察は、今後さらに研究する必要がある。 
 
 


